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光 田 健 輔」
この紹介に続いて，後藤は，「心の家」会員（兄弟）に，次のように協力を求めている。
「この熱誠こめられたる愛国愛人のための切願を，単に愛生園長一個の声として聞き流さるべきもの
ではあるまい。一万の全兄弟が，若しその知れる範囲に同病者を見出すならば，一日も早く入所せし
むる様，本人にすすめ，尚方法等不明の際は，岡山県長島愛生園あて問合せる様になされたいもので
ある。現在に於ては，零細な住宅建設費等を集めるよりも，患者を見出し，之を療養所に送り，一般
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人をその危険から救うことである。無癩運動とはその事を意味するもの，心ある人々の応援を求め
る。」
このように光田の「切願」に応じて，後藤は，「心の家」運動（会員一万余）が「無癩
運動」の一翼を担うよう要請している。結局，第Ⅱ期の後藤は，第１期同様に光田の盟友
として，「無癩運動」の応援団長を務める役割を担っていったのである。
４．戦後の「心の家」時代（＝第Ⅲ期）の後藤静香とハンセン病
ここでは，戦後「心の家」の機関誌である「新建設」（１９４６年９月定期発行～１９６９年の
後藤静香死去まで），その後続の「新建設」や「希望だより」第１号～第６７号（（１９８３～
１９９９）に掲載されたハンセン病に関する後藤の言説や犀川一夫医師の寄稿（後藤への便り
等）を手がかりに検討し，台湾・沖縄で外来治療（在宅治療）に取り組む犀川一夫医師を
支援していく経緯・具体的活動・成果について明らかにしていく。
戦後の「心の家」運動におけるハンセン病問題への対応は，大きく３期に別けて把握で
きる。
第１期（１９４６～１９６１年）は，「新建設」に「救癩」問題の現況と動向を折に触れて会員
に紹介し，会員の「救癩」への関心を喚起・向上・共有化に取り組むが，具体的な運動ま
でには至らない時期である。
第２期（１９６２～１９６９年）は，台湾の犀川一夫医師とインドの宮崎松記医師の「救癩」事
業を支援するための「救癩」運動（主に募金）を提唱・展開する時期である。
第３期（１９６９～１９９９年，以後不明）は，後藤静香没後も後藤の遺志を継承して第２期の
「救ライ募金」を継承して主に沖縄の犀川一夫医師の在宅治療を支援していく時期であ
る。以下では，後藤静香存命中の第１期と第２期を具体的に見ていく。
（１）第１期（１９４６～１９６１年）の後藤静香と「救癩」問題
終戦後早々に起ち上がった後藤は，１９４６年から「新建設」という通信文を発行して「心
の家」の再建を開始した（写真７）。「新建設」１９４８年１月通信掲載の「規定」には，①「心
の家は後藤静香を中心とする家庭的集団である」，②「心の家は同胞愛に立脚し平和日本
の再建に努む」などと記されている。通信名の「新建設」とは，「同胞愛」に立脚した「平
和日本の再建」を意味し，「後藤静香を中心とする家庭的集団」による戦後社会教育（社
会教化）運動の原点となる理念がそこに込められていたと言える。第１期（１９４６～６１年）
発行で目下確認できる後藤静香記念館所蔵の「通信文」（１９４８～１９６１年毎月発行，但し１９５７
～５８年は不明）掲載の「救癩」事業関係記事は約２０件である。その主な記事は，下記のと
おりである。
①「新建設」１９４８年７月通信に掲載の光田健輔からの便りを紹介
「後藤先生，先生が日光田母澤の御用邸に御きげんを奉伺され，千種典侍を通して初めてライの問題
を言上されたのは大正十四年八月のことであったと思います。あの際宮中女官御一同の御名で賜りま
したお菓子料が一頭の乳牛にかえられ，之に田母澤と命名して，全生病院患者に毎日牛乳七八升を与
えることが出来ました。翌年の地久節に先生の主催で産声をあげたライ予防期成同盟会が端緒とな
り，その後毎年，六月廿五日前後に，内務厚生の両省でライ予防デーの（開催）がつづきました。近
年は下火になって居ります。日本のライは皇太后さまの御仁慈と政府の努力で，殆ど影をひそめるま
でに療養所に収容いたしましたがまだ農山村の家庭に奥ふかく人目を忍んでいる患者が四千人ほどあ
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（写真７）戦後「心の家」の機関誌「新建設」の表紙と冒頭部分（１９５８年１２月通信より）
ります。この患者を一人のこらず入所させ完全な治療を加えてライ絶滅をはかりたいものでありま
す。ライも他の病気同様初期の間に治療を加えれば全治するのです。国立療養所ならば無料で療養が
出来ます。心当たりの方はもよりの保健所へ患者の住所氏名をお知らせ下さい。又ライか否か判然せ
ず悩みつづけている人が少くありません。何れにしても早く確かな治療をうけることが本人のため，
家族のため，又国家のためであります。―以下略―」
文面には光田の記憶違いも見られるが，戦後早々に残る在宅未収用患者四千人を「一人
のこらず」隔離収容することへの協力を後藤に求めている。「ライも…初期の間に治療を
加えれば全治する」と光田が認識していたことが注目される。後藤は，光田の便りを紹介
（掲載）するのみで特に運動の提唱はしていない。
②「新建設」１９５１年３月通信の「心にしみた話」欄で「ライのなやみで一家心中」を掲載。
この一家九人心中事件（１９５１.１.２７深夜発生，２９日発見）は，患者とその家族・関係
者を震撼させた惨事で，後藤がそれを会員に知らせていた点は注目される。後藤は，事
件を次のように紹介・コメントしている。
「山梨県…（の）一家九人の心中は，聞き棄てにされない不幸事であった。長男の修君がライの診
断をうけたことから『現在の優生学上人類の悪病であるこの病を永遠にたやすべく一族を全滅して今
後の憂いをなくする。全財産は社会保障にあててもらいたい』との遺書をのこして全員自殺をとげた
のであった。農協の理事をつとめるほどの人ならば，ライが遺伝病でなく，伝染病であることを知っ
ていそうなものだのに，まだ昔の観念に捕われていたと見える。又，伝染病だと分っていたとしても，
長男がこの宣告をうけたとあっては他の子供の縁談もまとまらず，どこまでも不幸の波がひろがると
思ったかも知れない。しかし今日では完全な療養所も沢山あり，患者はもちろん未感染の人たちにも，
相談されたら道はあったろうと思われる。何としても気の毒なこと，まだまだ療養所に入らず自宅に
かくまわれている患者もあろうが，一日も早く入所して十分の手当をうけるよう，気をつけたいもの
である。」（下線部は筆者）
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この紹介は，下線部の記述から「毎日新聞」（１９５１.１.３０付）の記事に依拠したものと判
断される。結局，後藤は発病したら療養所への入所が第一という立場を表明しており，入
所よりも一家心中を選んだ（選ばせた）この事件の背景（無癩県運動・優生運動の影響）
と「救癩」のあり方を問い直す方向性は持ち得ていない。
③「新建設」１９５１年６月通信で光田健輔著『回春病院』より「田母澤号」の話を紹介
④「新建設」１９５１年８月通信で菊池恵楓園における「世界一の救ライ施設」の完成を紹介
⑤「新建設」１９５４年１０月通信には「この人を見よ」で長島愛生園の玉木愛子とその近著『真
夜の祈』を紹介
⑥「新建設」１９５６年１月通信には同じく玉木愛子の自伝『この命ある限り』を紹介
⑦「新建設」１９６１年５月通信の「心にとまった話」欄で，「愛に国境なし」としてインド
の「救ライ」に乗り出す宮崎松記を紹介。さらに救ライの父（光田健輔）に最高の栄誉
としてダミアン・ダットン賞が贈られたことを紹介。
⑧「新建設」１９６１年６月通信には「こんな人たちがある」との見出しで星塚敬愛園の月刊
「星光」から目にとまった中学２年生の松井まり子の詩「故郷」（下記参照）を紹介し，
「こんな人たちについて，多年こころをいためているのであるが，こうした生のことば
に接すると，ひとしお胸がいたくなる」と記している。「故郷」（地域）に居場所があり，
普通の生活と治療ができる日本であることへの願いを強くしたと考えられる。
「私にとってはよいところだった／なつかしいあの山々／町の前に広がる豊後水道の海／その一つ一
つが／しっかりとあたまにきざまれている／でも，わたしは帰れない／わたしの病気を人々がきらう
から／わたしは何も悪い事はしないのに／やさしかった友も／大好きだった先生も／みんなみんな私
をきらってしまった／それなのに，今日も私は／いつか帰れる日を夢にみて／病気と斗いながら／せ
いかつしている」（原文より誤記を修正：筆者）
さらに月刊「愛生」から長島愛生園の医師不足の現状を紹介し，「九分九厘解決したよ
うに思ったライ問題も，また一つの暗しょうに乗り上げた。政府当局も国民も，カラ景気
でいい気にならず，こういう現実のあることを心にとめておきたい。」と記している。
（２）第２期（１９６２～１９６９年）の後藤静香と「救癩」運動
１９６１年に前記の「心にとまった話」や「こんな人たちがある」で心が動きつつあった後
藤静香は，光田健輔の紹介で来訪（その前に手紙）３）した犀川一夫の台湾における「救ラ
イ」事業（外来診療・在宅治療）とその志に理解を示し，上記のインドにおける宮崎松記
の「救ライ」事業支援と合わせて，「新建設」１９６２年９月通信で「再び救ライの運動」（『後
藤静香選集第１０巻』所収）を提唱した。同時に支援のための「救ライ募金」（＝「愛の実
弾」）の範を垂れるため，後藤は「自己としても最善を尽くそう」と１０万円を「献納」し，
犀川の「台湾救ライ事業」と宮崎の「インド救ライ事業」のために各５万円を分配してい
る。翌月の「新建設」１９６２年１０月通信では，「第一線の人」との見出しで「犀川一夫博士」
と「宮崎松記博士」の経歴・人柄等を紹介し，以後毎号「救ライ資金（募金）」の募金者
名とその金額及び累計額を掲載し続けた。募金記事以外では，１９６３年１０月通信に「こんな
生活がある」との見出しで川柳岡山社発行の句集『断種』の中から患者の俳句（ふるさと
の山の姿で餅が焼け，など１１句）とそれぞれへの感想を記して「新建設」読者（会員）に
「愛生園という特殊の世界に生きる人たちの生活」とその心中を深く理解・共有するよう
求めている。
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後藤静香が存命中（１９６９年）までの８年間の「救ライ募金」の累計額を，毎年の「新建
設」１２月通信の掲載額で示すと，①１９６２年１２月＝７２４,７５０円，②１９６３年１２月＝１,７２９,８３０円，
③１９６４年１２月＝２,０８０,１６５円，④１９６５年１２月＝２,４４３,７５０円，⑤１９６６年１２月＝２,６８３,０８５円，
⑥１９６７年１２月記載無のため１９６７年１１月＝２,９３５,７４５円，⑦１９６８年１２月＝３,１３４,８９５円，⑧１９６９
年１２月＝３,４３４,９８５円となる。
一方，「救ライ資金」の提供を受けた犀川，宮崎からの礼状を兼ねた近況報告（事業の
進捗状況等）が３～４ケ月に１回の割合で「新建設」に掲載されていく。ここでは犀川一
夫からの主な近況報告（７年間で２６通が掲載）を中心に台湾における「救ライ」事業の進
捗状況を概観していく。
①「新建設」第１９巻第１号（通巻第２０９号）１９６３年１月：見出し「奉仕のこころ」
「私は台南市に在るライの診療所だけでなく，各地の診療所，または療養所を回り，お手伝いをして
います。毎月二回，高雄のライ診療所にまいります。これはノルウェーの人たちがやっています。毎
月一回澎湖島という小島の馬公にもまいります。これは米国人のやっているものです。この島は不便
な孤島ですが，ここの診療所には米国の婦人が，たったひとりで二百人の患者を受持ち，もう七年も
奉仕しています。（中略）台南に限らず，台湾全土にわたり，同じ目的で救ライの仕事に奉仕してい
る私どもは，国籍を超越し，お互いに協力し，激励しあっております。例えばある診療所の医者や看
護婦が休暇で本国に帰りますような場合，他の診療所の者が手伝いにまいり，全く無報酬で働きます。
本当に気持ちのよい協力です。私が２ケ月の間日本に帰りました時も，このような援助を受けました。
私どもにはいろいろな計画がありますが，成るべく早く，患者の職業指導に当てる作業場を作りたい
と思っております。病気がなおって社会の一員となる場合，何か世の中の役に立つうでをもっていな
い限り，社会人として立ち行くことはできません。患者が生きるためだけでなく，一個の独立した社
会人として，人のために生きることの必要を感じます。また患者の足の傷を予防するために特別なく
つを作りたいのです。（中略）私どもは特殊のくつ工場を作り，患者に作業させ，無料で製品を与え
るようにしたいと研究中です。先生を通してのご芳志は，こうした事に使わせていただきたいと考え
ております。」（１６～１７頁）
長々と引用したが，この礼状・近況報告の中に，犀川の台湾での仕事ぶりと「救ライ資
金」に基づく台南での当初の事業計画が記されているといえる。その取組の結果を下記の
②に，さらに在台８年の最終結果を下記③に示す。
②「新建設」第１９巻第１号（通巻第２０９号）１９６６年３月：見出し「台北だより」
「このたびご献金下さいました八万一千円確かにいただきました。政府以外のライ施設に使いたく考
慮中であります。（中略）おかげで台南診療所はひとまず整備されまして治療の中心として活用され
ています。心の家関係の献金で三つの建物が出来ています。」（１６頁）
③「新建設」第２４巻第６号（通巻第２７４号）１９６８年６月：「心の友の心のたより」欄
「ご厚意のご援助金，台湾救癩後援会の募金と一緒に頂いております。これに支えられて働いた菊池
看護婦はこの六月で，小原医師は十二月で，それぞれ三年の奉仕を終え帰国します。両人とも私の手
足としてよく働きました。早いもので私も台湾に赴任して八年，この間，全島内に十六の癩治療施設
を作ることができました。ある所では総合病院で，国立病院皮膚科で，ある地方では保健所でという
ように。患者は何処でも自由に無料で治療がうけられるようになりました。先生並びに皆様の心から
なるご激励ご援助に厚くお礼を申し上げます。」（１６頁）
台湾で外来診療（在宅治療）が進展している犀川の礼状（報告）を目にした頃から後藤
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静香は，転倒した影響による健康の悪化と高齢化とにより寝たきりの生活となり，翌１９６９
年５月１５日に安らかに永眠した（享年８４歳）。
５．まとめと今後の課題
以上，第Ⅰ～Ⅲ期区分で，後藤とハンセン病との関係半世紀（５０年）の歴史を概観して
きた。解明できた主要点は，下記のようにまとめられる。
第一に，①後藤においては１９６２年（第Ⅲ期の第１期）までのほぼ４０年間，不治の時代の
「救癩」問題の隔離主義的解決（光田健輔の考え方）を是とし，プロミン治療開始以降の
可治の時代（１９５０年代）にも変更することなく追求してきたこと，②しかし１９６１年頃から
何気ない中学２年生の詩「故郷」等に触れて九分九厘の解決が持つ問題点（重大な欠陥）
に気づき始めたこと，③その欠陥を犀川一夫医師がめざすハンセン病医療におけるインテ
グレーション（一般外来診療・在宅治療）の探求が新しい地平を拓く可能性のあることを
見出し，その支援のために再度「救ライ」運動を提起したこと，このように把握できるの
ではないかという知見が得られたことである。
第二は，後藤静香の「救癩」思想の根源に随所に登場する「同胞愛」の理念があること，
その「同胞愛」にも時代の変化に応じた「同胞」概念の変容が反映していることが示唆さ
れたことである。
今後の課題の第一は，不明の資料を調査・補充しつつ，後藤静香の「救癩」思想の形成・
展開過程とその到達点を，「同胞」概念に注目して解明していくことである。
第二は，主に第Ⅱ期に関係して後藤静香の「救癩」思想に登場する「浄化」論を検討し
て，ハンセン病問題における「祖国浄化」論の系譜の中での後藤の位置と役割を明確化し
ていくことである。
第三は，ハンセン病問題とは別に，後藤静香と「愛盲」事業（盲人福祉・教育事業）の
関係を実証的に解明していくことである。
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⑩拙稿（２０１６a）：日本ハンセン病社会事業史研究（第８報）―「らい予防デー」の成
立過程の検討―「長崎大学教育学部紀要―教育科学―」第８０号，５７-６５頁，２０１６年３
月
⑪拙稿（２０１６b）：九州における希望社運動の研究―希望社九州聯盟の検討を中心に―
「九州教育学会研究紀要」第４３巻（２０１５），６５-７２頁，２０１６年８月
⑫拙稿（２０１７）：日本ハンセン病社会事業史研究（第９報）―ラジオ放送に見る「らい
予防デー」の展開過程の検討―「長崎大学教育学部紀要―教育科学―」第８１号，１２１-
１３０頁，２０１７年３月
⑬拙稿（２０１８a）：岩下壮一とハンセン病―祖国浄化論の検討―「長崎大学教育学部紀
要―教育科学―」第８２号，７３-８５頁，２０１８年３月
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